
 

 

 

 

 

 

プレスリリース 

 

横浜音祭り2016連携イベント 

横浜アーツフェスティバル実行委員会サポート事業 

『ピアノとオルガンと空中ブランコ』を開催します 
 
横浜音祭りの初日と二日日。 

横浜・桜木町で、ピアノと手回しオルガンと空中ブランコのコラボレーション・ショーを開催します。 

 

ピアノと手回しオルガンの音色に合わせて、空中ブランコが動き出す。 

プロ奏者による楽器演奏のほか、ご来場の方の奏でた音でサーカス・アーティストが動く参加型体験も。 

 
日時 9月24日(土)・25日(日) 15:30～ / 19:30～ (定員・各回25名) 

内容 ピアノ・手回しオルガンの演奏  生演奏による空中ブランコのショー 

場所 博物館 Ｃａｆｅ ＆ Ｂａｒ うっふ 

〒231-0065  神奈川県横浜市中区宮川町２丁目２３－４ 

参加費 無料 (要1オーダー・投げ銭歓迎) 会場が小さいため無料だが要予約 

予約 080-9774-5466 http://hakodate.yokohama/circus/  

主催 音楽とサーカス 

共催 みなとまち通信 横浜アーツフェスティバル実行委員会 

 

■ プログラム ■ 

ピアノソロ・手回しオルガン＆紙芝居・生演奏での空中ブランコ 

終演後、希望者は楽器や空中ブランコの体験が可能 

 

■ みどころ ■ 

 

～アーティスト～ 

サカトモコ オーストラリア国立サーカス学校卒業後、木下サーカスを経て、現在はクロワッサン・

サーカスにて空中ブランコ担当。 

紀あさ   手回しオルガン奏者。日本で作った紙芝居付の手回しオルガンを操る。横浜在住。 

猿楽    ピアニスト・コンポーザー・猿楽音楽教室主催。 

 

 

～思い１～  

昼の部はファミリー向け、夜の部は大人向けの構成にします。 

小さなお子様ともご一緒にぜひ見に来てください。 

 

～思い２～  

普段は見ることのないサーカスを、「小さなお店で・生演奏で・間近で」見ることから、音とからだの

響きあいを楽しんでほしいです。 

 

～思い３～  

開港都市である横浜に入ってきた西洋文化による「ものの始まり」(発祥)であるといわれる物のひと

つに西洋楽器(ピアノ・オルガン)がありますが、これに対して、鎖国後の日本から一番先に海外に出

て活躍しはじめたのではないかといわれる職業のひとつはサーカス芸人だとも言われています。港に

入って来たものと、港から旅立ったものとの出会いにより、港町横浜の物語もつむぎたいです。 

ピアノは西洋楽器、サーカスは空中ブランコ、そしてオルガンは西洋楽器とサーカス楽器の両者に亘

る存在として手回しオルガンを使用予定です。 

 

どうぞ宜しくお願い致します。 

音楽とサーカス 

音楽とサーカス 
広報：紀あさ(きのあさ) 
 
横浜市西区平沼 1-13-19-504 
080-3311-5896 
temawashi@gmail.com 
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